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第４章 建物のＬＣＡ計算ソフトマニュアル 
 

 
4.1 ＬＣＡ計算ソフトのインストール 

付録の CD-ROM には Microsoft Excel97 
for Windows 版の２つのデータファイルと

注意事項を書いた README.TXT ファイル

が収録されています。CD-ROM からパソコ

ンのハードディスクにコピーする前に、必

ず、README.txt ファイルに記載された注

意事項をお読みください。 
注：第 4 章はマニュアルで「である調」が馴染まな

いため、第 4 章に限って文体を変えております。

ご了承ください。  

 
(1)建物のＬＣＡ計算ソフト AIJLCA.xls 

このソフトには、操作を容易にするため、

やむを得ず「マクロ」を組み込んでいます。 
こ の た め 、 フ ァ イ ル を 開 く と

「AIJLCA.xls はマクロを含んでいます。」

との警告メッセージが表示されることがあ

ります。CD-ROM にはウィルスチェックを

かけたファイルを収録しておりますが、心

配なら「マクロを無効にする（D）」ボタン

をクリックしてください。なお、各種イン

ベントリ分析を行う場合には、「マクロを

有効にする（E）」ボタンをクリックする必

要があります。なお、各シートには、式設

定や初期入力データを誤って消去しないよ

う、所定個所以外に入力できないよう保護

をかけております。 
 
(2)ＬＣＡデータベース AIJDATA.xls 

このソフトにはマクロを組み込んでおり

ません。なお、各シートには式設定や初期

入力データを誤って消去しないよう、所定

個所以外に入力できないよう保護をかけて

おります。 

 
図 4.2.1 建物の LCA 計算ソフトの表紙 
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4.2 建物のＬＣＡ計算ソフト 

4.2.1 ファイルの複製 

今回公開するソフトは、建物毎にファイ

ルの名前を変えて保存する必要があります。

データ入力を開始する前に、まず、任意の

名前を付けたファイルを複製してください。 
例：AIJLCA-test.xls など 

4.2.2 入力シート 1 
入力シート１は、基本情報を入力するシー

トです。必ずこのシートから入力してくだ

さい。白抜きの部分が記入欄で、適宜、注

意事項が表示されます。また、図 4.2.2 は、

それらのコメントを常時表示させる設定に

してある場合ですが、入力の際、邪魔な場

合には、下記の操作によりコメントを表示

させないようにすることができます。エク

セルのマニュアルをご参照ください。 
 図 4.2.3 は、分析の境界条件（国内、海外、

 
図 4.2.3 入力-1 シート 環境影響評価用入力欄 

 
図 4.2.2 入力-1 シート 基本情報入力 



指針編― 第 4 章 建物のＬＣＡ計算ソフトマニュアル  27

消費支出、資本形成含む）の入力欄で、メ

ニューから選択して設定してください。そ

の欄の右側の重み係数記入欄には数値を丹

入力してください。 
4.2.3 入力-2 シート 建築工事データ 

建築主要資材の延床面積あたり物量、同

補助物量（密度など）を入力してください。

参考欄には事務所の規模別参考値が表示さ

れるようになっています。事務所以外の場

合には大きく異なる項目がありますのでご

注意ください。 
また必要に応じて、部材毎の更新周期、

修繕率、廃棄搬送距離、積載率、労務単価

などを変更することができます。 

 
図 4.2.4 入力-2 シート 搬送距離等入力 

 
図 4.2.5 入力-2 シート 建築工事物量入力 
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4.2.4 入力-3 シート エネルギー消費量 

CEC の計算結果（手計算、BECS/CEC/AC、

HASP/ACSS）等を利用して入力できるにな

っています。1999 年 8 月に最新版に改定さ

れた「建築物の省エネルギー基準と計算の

手引き、(財)住宅・建築省エネルギー機構」

を参考としています（SI 単位系）。 
エネルギー原単位は、予め「原単位」シ

ートで設定したデータが引用されます。 
 エネルギーの従量料金、基本契約量もこ

のシートに入力してください。 
 

 

図 4.2.7 入力-3 シート エネルギー原単位、単価設定 

 

図 4.2.6 入力-3 シート エネルギー消費量集計表 
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4.2.5 入力-4 シート 地球温暖化物質と 

オゾン層破壊物質漏洩量 

 発泡断熱材、空調冷媒、消火剤、電気絶

縁ガスなどに使用する地球温暖化物質、オ

ゾン層破壊物質の使用量と漏洩率、回収・

処理単価などを入力してください。 
 
 

 

図 4.2.8 入力-4 シート 地球温暖化物質とオゾン層破壊物質の集計 

 

図 4.2.9 入力-4 シート 漏洩率、回収処理費用等の入力 
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4.2.6 原単位シート 

基本的な環境負荷原単位は予め入力され

ていますが、新規材料を登録することがで

き ま す 。 LCA デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル 
AIJdata.xls を参考にして登録してくださ

い。また、火力発電の電力原単位や省エネ

ルギー法に基づく電力の一次エネルギー換

算値（10250kJ/kWh）を使った計算をした

い場合にもここで入力します。 
 
4.2.7 電 0、空 0、衛 0、昇 0 シート 

 電気、空調、衛生、昇降機の各設備工事

のデータベースは、現状、建物用途によら

ず、ダミーデータとして、事務所ビルの統

計データ（金額構成）が入力されています。

近いうちに用途別の設備工事原単位も公表

する予定ですが、当面、事務所以外の LCA
を計算する際には、入力-1 シートの新築工

事補正欄で補正してご利用ください。 
 

4.2.8 インベントリ分析結果シート 

 インプットデータを変更した場合には、

必ず、図 4.2.11 画面右上の「インベントリ

分析再実行」キーをクリックしてください。

再計算が行われ、グラフも変わります。 
 また、図 4.2.12 に示すように、作図用の

表データも表示してありますので、これを

基に、自分流にアレンジしたさまざまなグ

ラフ表現も可能です。なお、このシートは

パスワードを設定せずに保護をかけていま

すので、簡単に保護を解除し、改良するこ

とも可能です。 
 
4.2.9 環境影響評価結果シート 

 入力-1 シートで設定した重み係数にした

がって、地球温暖化、オゾン層破壊、酸性

雨等の環境影響毎に分類された結果が表示

されます。なお、統合評価の重み係数はま

ったくのダミー数値で、工学的な意味はあ

りませんのでご注意ください。 

 
図 4.2.10 原単位シート 新規登録原単位の入力 
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図 4.2.11 インベントリ分析結果シート 

 
図 4.2.12 インベントリ分析結果シート（表データ） 
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図 4.2.13 環境影響評価結果シート 

 

図 4.2.14 環境影響評価結果シート（表データ） 
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4.3 ＬＣＡデータベース 

 ＬＣＡデータベースは、4.3 節で触れたよ

うに、建物のＬＣＡ計算ソフトの追加デー

タとして利用するほか、このデータ自体で

もいろいろなことが検討できます。数表で

は傾向が把握しにくいため、代表的な結果

についてグラフを作成してあります。 
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